
令和4年度 公益財団法人久留米市スポーツ協会事業報告 

(令和4年4月1日～令和5年3月31日) 

 

Ⅰ．概要 

 

久留米市スポーツ協会は、久留米市のスポーツ都市宣言の理念に基づき、すべての市民が

生涯を通してスポーツに参加することを目指し活動を行っている。 

令和４年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響は前年度よりも縮小し、様々な

活動に再開の兆しが見られる中、当協会においても前年度より多くの事業の実施や加盟競技

団体、地域団体に対する支援を行うことができた。一方で、感染症拡大防止のために引き続

き中止を余儀なくされたものもあった。 

指定管理受託施設については、感染症による休館や開館時間の短縮は無く、利用者の安全・

安心を最優先に、スポーツ庁が示すガイドラインや県・市の方針に基づき感染防止対策を徹

底して管理・運営にあたりながら、感染症発生以前に近い水準のご利用をいただいた。 

法人運営については、公明正大で健全な組織運営を図っていく必要性に応じ、令和３年度

末に策定した倫理に関するガイドラインの遵守に努め、併せて、加盟団体への周知に取り組

んだ。 

 

 

Ⅱ.各事業実績 

 

１．市民の生涯スポーツ振興及び生涯スポーツ振興体制の支援を図る事業 

 

（1）助成事業（加盟団体、地域団体、大会出場者等に対する支援） 

 

①普及奨励事業 

a.全国大会等に出場するチーム・個人に対する参加費・旅費等の一部の助成 

種 別 
件 数 人 数 助成額 

当年度 前年度 当年度 前年度 当年度 前年度 

国際大会 5件 3件 5名 3名 105千円 60千円 

全国大会 102件 63件 401名 209名 3,715千円 2,075千円 

九州・西日本大会 112件 47件 324名 140名 956千円 389千円 

計 219件 113件 730名 352名 4,776千円 2,524千円 

 



b.久留米市で開催される全国大会等で、当協会が後援する大会の開催費用の一部の助成 

大 会 名 開催日 参加人員 

第50回九州学生陸上競技選手権大会 9月23日～25日 700名 

 

c.加盟団体が行う大会等の開催費用の一部の助成及び加盟団体の育成支援 

<ア 参加者が県域を超える大規模な大会(4大会)> 

大 会 名 開催日 参加人員 

第23回久留米つつじ杯九州オールレディース 

ソフトボール大会 5月21日・22日 250名 

筑後川旗第39回西日本学童軟式野球大会 7月30日～8月3日 4,844名 

福岡県連会長杯・(公財)久留米市スポーツ協会旗 

第24回軟式野球選手権大会 9月17日～21日 1,291名 

第23回アザレアカップバレーボール大会 10月8日～10日 1,350名 

 

<イ 参加範囲が久留米市近圏を対象とした大会(6大会)> 

大 会 名 開催日 参加人員 

第33回近圏小学生(男・女)ソフトボール大会 9月10日・11日 600名 

第7回水と緑のくるめマラソン大会2022 10月30日 150名 

第44回久留米地区空手道大会 11月23日 460名 

第2回ニッタク杯久留米市レディース卓球大会 11月30日 212名 

第32回緒方正二郎杯争奪卓球大会 2月11日・12日 732名 

第48回久留米市近圏ママさんバレーボール 

親善大会 3月5日 11チーム 

 

<ウ 参加範囲が久留米市内を対象とした大会(16大会)> 

大 会 名 開催日 参加人員 

第53回久留米市長旗軟式野球大会 
令和4年2月14日 

～4月30日 3,724名 

久留米市民春季バドミントン大会 4月17日 153名 

第110回久留米市ママさんバレーボール大会 4月24日 160名 

久留米市ゲートボール連合第29回春季大会 5月23日 50名 

耳納連山ヒルクライムシリーズ 
5月29日・7月31日・ 

9月25日・10月30日 55名 

第53回久留米市内勤労者バレーボール大会 7月10日 120名 



大 会 名 開催日 参加人員 

第35回久留米市小学生ソフトバレーボール大会 9月11日 150名 

第19回吉松杯争奪バドミントン大会 10月2日 226名 

スポーツフェスタinくるめ 

50mダッシュ王選手権2022 10月9日 92名 

久留米市内バスケットボールリーグ大会 
10月16日・30日・ 

11月6日・20日 28チーム 

第111回久留米市ママさんバレーボール大会 10月23日 220名 

第54回久留米市協会グラウンドゴルフ交歓大会 10月25日 255名 

筑後川カヌーフェスティバル2022 11月6日 48名 

久留米市ゲートボール連合第30回秋季大会 11月20日 50名 

第87回久留米市ハンドボール大会 3月18日・19日 450名 

久留米市総合団体卓球大会 3月21日 464名 

 

<エ 青少年のスポーツ活動推進を目的とした大会(8大会)> 

大 会 名 開催日 参加人員 

第105回久留米市中学生ソフトテニス春季大会 4月29日 544名 

久留米市小中学生水泳記録会兼 

県民スポーツ大会選手選考会  6月19日 62名 

第51回久留米市近郊ジュニアテニス大会 8月16日～18日 269名 

第7回久留米市長杯小学生バスケットボール大会 11月12日・13日 17チーム 

第106回久留米市中学生ソフトテニス秋季大会 11月20日 567名 

第7回久留米市長杯中学生バスケットボール大会 1月7日・8日 35チーム 

第32回久留米市長杯少年サッカー大会 2月25日・26日 160名 

第50回久留米体操競技大会 3月4日 108名 

 

<オ 加盟競技団体育成支援事業> 

事 業 名 実施日 参加人員 

学童野球審判講習会 1月9日 117名 

ハンドボール実技講習会 1月22日 38名 



<カ スポーツの祭典協賛大会> 

大 会 名 開催日 参加人員 

内田記念バドミントン大会  5月15日 128名 

第50回校区対抗軟式野球大会 10月23日～11月6日 220名 

第48回久留米ほとめき弓道大会  11月3日 125名 

 

     【bとcの計】 

項  目 当年度 前年度 

大会・事業数 40件 25件 

助成額 3,912千円 2,560千円 

 

 

②地域スポーツ振興助成事業 

a.地域団体スポーツ助成事業 

各校区コミュニティ組織において実施されるスポーツ事業に対する助成 

項  目 当年度 前年度 

実施校区数 31校区 22校区 

助成額 1,240千円 918千円 

 

b.加盟競技団体競技力向上事業 

加盟競技団体が競技力向上を目的として行うスポーツ事業に対する奨励金支給 

教室名 会 場 

初心者弓道教室 久留米アリーナ 

陸上教室 陸上競技場(補助競技場) 

ハンドボール教室 西部地区体育館 

バドミントン教室 荘島体育館・北野体育館 

体操教室 えーるピア 

スケート教室 スポガ久留米 

カヌー教室 三潴町B&G海洋センター 

アーチェリー教室 西田体育館 

                      （各30千円） 

 

  



③事業振興事業 

加盟競技団体及び久留米市総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の、年間事業計画に

基づく活動に対し助成した。 

 

④福岡県民スポーツ大会支援事業 

福岡県民スポーツ大会（夏季、秋季大会及び市町村対抗福岡駅伝）に係る加盟競技団体

及び出場者への支援を行った。 

なお、秋季大会においては久留米市実行委員会を組織し、加盟競技団体及び福岡県等

と連携して総合開会式及び久留米市開催の4競技を主催した。 

 

a.久留米市代表選考会への助成 

・久留米市代表を選考するための予選会等を実施する加盟競技団体に対する助成 

競 技 実施日 競 技 実施日 

テニス 5 月 15 日 バレーボール 7 月 3 日 

ソフトテニス 6 月 12 日 卓球 7 月 10 日 

水泳（①-c-エ再掲） 6 月 19 日 ソフトボール 7 月 15 日 

バドミントン 6 月 26 日 弓道 7 月 28 日 

 

b.出場者に対する賞賜金支給等 

ア 出場者に対する賞賜金支給及び結団式の開催、主催者に対する参加費支出 

     <夏季大会（水泳競技）> 

     ・開催日・会場 ： 8月21日(日)・県営筑後広域公園プール(筑後市) 

     ・久留米市参加選手(賞賜金支給及び参加費支出) ： 81名 

     ・久留米市成績 ： 総合2位 

 

     <秋季大会> 

     ・開催日・会場 ： 9月24日(土)～25日(日)・筑後地区等の各市町村 

(総合開会式・バレーボール・卓球・バドミントン・柔道を久留米市で開催) 

     ・久留米市参加選手(賞賜金支給及び参加費支出) ： 11競技計326名 

     ・久留米市成績 ： 総合3位、剣道青年女子1位、ソフトボール一般男子1位 など 

 

     <市町村対抗福岡駅伝> 

     ・開催日・会場 ： 11月20日(日)・県営筑後広域公園周回コース(筑後市) 

     ・久留米市参加選手(賞賜金支給及び参加費支出) ： 15名 

     ・久留米市成績 ： 総合1位、第1区・第2区・第5区区間賞 



イ 当該大会で活躍した選手の一部が参加対象となる、全国青年大会に出場するチ 

ーム・個人に対する賞賜金の支給 

     <全国青年大会（剣道競技）> 

      ・開催日・会場：11月12日(土)～13日(日)・東京武道館(東京都足立区) 

      ・久留米市参加選手：(賞賜金支給)3名 

・久留米市成績：個人ベスト8 など 

 

 

(２)主催事業（市民のスポーツ人口拡大のために当協会が主催する事業） 

①大会の開催 

  次の大会において、各実行委員会の主たる事務局として各関係団体と連携し、企画・

運営を行った。 

 

a.第23回久留米市民親善ゴルフ大会 

久留米商工会議所及び久留米東部商工会、久留米南部商工会、田主丸町商工会等との

連携により実施 

・開催日：令和 4年 9月 13 日(火）・14 日(水) 

・会 場：ブリヂストンカンツリー倶楽部 

部 門 参加人員 

一般の部 116 名 

シニアの部 135 名 

グランドシニアの部 35 名 

レディースの部 37 名 

計 323 名 

 

b.第50回久留米オリンピック 

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となった。 

 

  c.第42回久留米ロードレース大会 

久留米市陸上競技協会、久留米市スポーツ推進委員連絡協議会、久留米走ろう会、久

留米市中学校体育連盟等との連携により実施 

・開催日：令和 5年 1月 29 日(日) 

・会 場：(スタート)久留米総合スポーツセンター陸上競技場 

         (ゴール)久留米百年公園 

  



種 別 距 離 参加者 完走者 

一般男子 10ｋｍ  30 名  30 名 

高校男子 10ｋｍ 111 名 104 名 

一般・高校女子 5ｋｍ 56 名 56 名 

中学男子 3ｋｍ 84 名 83 名 

中学女子 3ｋｍ 47 名 47 名 

計 328 名 320 名 

 

 

②福岡県地域スポーツ振興助成事業 

  福岡県スポーツ協会の補助を活用し、次の事業を行った。 

事業名 開催日 会 場 のべ参加人員 

楽しく燃焼エクササイズ教室 
毎週水曜日 
（計34回） 

荘島体育館 884名 

スポーツ医科学講座 

「歪みがもたらすスポーツ障害と健康障害」 3月10日 荘島体育館 28名 

 

 

③スポーツ教室事業 

主に初心者を対象に、指定管理受託施設を活用し、年間を通し3期にわたって開催した。 

教室名 会 場 
のべ参加人員(開催回数) 

当年度 前年度 

ヨガ 
荘島体育館 858名(34回) 778名(32回) 

西部地区体育館 364名(34回) 391名(30回) 

ストレッチ&太極拳 荘島体育館 603名(34回) 465名(31回) 

楽しく燃焼エクササイズ（②再掲） 荘島体育館 884名(34回) - 

初級エアロビクス 荘島体育館 - 588名(26回) 

ピラティス 西部地区体育館 421名(34回) 353名(30回) 

リズムダンス・貯筋 
荘島体育館 797名(34回) 656名(29回) 

西部地区体育館 350名(34回) 340名(29回) 

筋力アップ&コンディショニング 荘島体育館 623名(34回) 336名(28回) 

市民テニス 西田テニスコート 1,069名(34回) 1,095名(30回) 

バドミントン（(1)-②-b再掲） 
荘島体育館 733名(32回) 590名(26回) 

北野体育館 284名(34回) 225名(25回) 

計 6,986名(372回) 5,817名(316回) 

※バドミントン教室は(1)-②-b再掲、市民テニス教室は主催団体が自主運営するもの。いずれも当協会 

が共催し本事業の一つに位置付け、一体的に募集及び受付等を行っている。  



(３)スポーツの普及、振興及び周知を図る事業 

市民が気軽に安心してスポーツができる環境づくりのために、次の事業を実施した。 

 

①表彰事業(久留米市スポーツ協会表彰) 

加盟競技団体からの推薦に基づき、協会発展及び体育スポーツの普及振興に功績顕著

な方を表彰した。 

・開 催 日：令和5年3月24日 

・会  場：荘島体育館 軽運動室 

・被表彰者：7名 

 

②広報事業 

  a.協会ホームページにおける大会情報・結果等の発信 

b.機関紙「くるめスポーツだより(第40号)」の発行 

c.市広報媒体（ホームページ、公式LINE）での主催事業の参加募集 

d.報道各社への各種スポーツ大会情報（開催要項、プログラム等）の提供 

  



(４)久留米市の体育施設の管理運営事業 

 

①指定管理事業（指定管理期間：令和4年度～8年度） 

久留米市から指定管理者の指定を受けた18施設について、利用の受付、利用料金

の徴収、要望等への対応、施設の利用統計等の事務作業及び備品の管理、簡易な補

修・修繕を行った。 

 

<指定管理施設> 

種 別 施設名 所在地 

年間利用者数 

当年度 前年度 
(コロナ休館92日) 

体育館等 

荘島体育館 荘島町 91,849人 62,315人 

西部地区体育館 大善寺町藤吉 62,515人 38,073人 

西田体育館 梅満町 72,832人 51,345人 

北野体育館 北野町中 18,916人 13,366人 

北野武道場 北野町今山 6,288人 4,094人 

テニスコート 

旭町テニスコート 小森野町 30,062人 26,381人 

西田テニスコート 梅満町 45,508人 31,652人 

北野テニスコート 北野町今山 3,625人 2,847人 

照明設備 

荒木中学校（4～11月） 荒木町荒木 702人 64人 

西国分小学校 諏訪野町 14,135人 10,261人 

大島公園（4～11月） 御井旗崎 1,405人 742人 

中干出公園 東合川町 8,328人 6,214人 

グラウンド等 

北野グラウンド 北野町今山 19,362人 14,120人 

北野筑後川 

グラウンド 

野球場 
北野町大城 

1,350人 280人 

芝 生 5,279人 3,824人 

北野ゲートボール場 北野町今山 1,443人 901人 

山本運動広場 山本町豊田 35,029人 38,684人 

その他 
筑後川漕艇場 瀬下町 2,823人 1,461人 

善導寺公園相撲場 善導寺町与田 0人 0人 

計 421,451人 306,624人 

 

 



②久留米市の体育施設の受付等業務に関する事業 

久留米市からの依頼に基づき、指定管理施設以外の14施設について、スポーツ利用

に関する受付等の業務を行った。 

 

<受付等業務実施施設> 

種 別 施設名 所在地 

体育館 桜花台体育館 高良内町 

グラウンド等 桜花台野球場 高良内町 

桜花台ソフトボール場 高良内町 

土づくり広場 安武町武島 

公園内運動広場 高良川公園 野中町 

浦山公園 上津町 

北川原公園 長門石町 

玉垂公園 大善寺町宮本 

小頭町公園 小頭町 

善導寺公園 善導寺町与田 

大隈公園 梅満町 

木塚緑地公園 善導寺町木塚 

西部防災公園 大善寺町藤吉 

津福公園屋内球技場 津福本町 

 

  



２．収益事業 

当協会及び久留米市が管理する体育施設などに、施設利用者が利用しやすい環境を整え

るため、自動販売機で飲料水の販売を行った。 

項 目 当年度 前年度 

販売本数 70,357本 50,203本 

販売手数料収入 946千円 709千円 

 

 

３．法人運営 

  コンプライアンスを徹底し、また、公益法人会計基準に照らし適切な会計処理に努めた

ほか、スポーツ庁が示す「スポーツ団体ガバナンスコード」の遵守状況についての自己点

検を行い、その結果を公表するとともに、県スポーツ協会に対し報告を行った。 

また、令和3年度に策定した「倫理に関するガイドライン」の遵守及び加盟団体への周知・

啓発を図るため、次の研修を実施した。 

事 業 実施日 参加人員 

久留米市スポーツ協会職員ガバナンス研修 

「ガバナンスコード策定の背景と当協会職員としての心構え」 

（講師：野田秀樹常務理事） 

6月6日・8日 

・9日 

協会職員 

12名 

・スポーツ団体ガバナンスコード研修 

「～スポーツ団体が遵守すべきコンプライアンスとは～ 

最近の事例から」 

（講師：奥田竜子弁護士） 

11月30日 
加盟団体 

76名 

 

 

 


